
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

より小さな区域で新たな見守り・支え合い活動

ができないかと検討し、気楽に立ち寄れて居心地

の良い場所「ほっとカフェしみず」が、清水地区

のボランティアさんを中心にモデル地区として

始まりました。何気ない会話の中から、お困りご

とや心配ごとなどを聞き、できることはサポート

し、田名ボランティアセンターや関連部署へつな

げることができればと考えています。どなたでも

お気軽にお立ち寄りください。 

 和い輪い田名運営部会 

相模原市内の全２２地区社協の活動を幅広く紹介する為、それぞれが

10分程度の動画を制作。集まった動画から中央区代表として田名地区社

協が選出され、あじさい会館で動画発表と補足説明、パネラーとの質疑

応答が行われました。広報部会が中心となり、ふれあい・交流を目的と

した事業展開をテーマに、ナレーションと BGM は田名中学校生徒に協

力を依頼。たなワン安心パトロールや、子ども達と共に歩む地域活動、

ボランティア活動などの取り組みに、会場は心温まる多くの拍手に包ま

れ、とても感動的でした。田名地区社協の紹介動画は、住民交流の場「和

い輪い田名」でご覧になれます。 
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『和い輪い田名』は、開所１年が経過し

ましたが、利用者の少ない地区に出向く

『おでかけ和い輪い田名』として出張 PR

を計画。新宿自治会館で行いました。 

当日は回覧板等で開催を知った 20名が

参加。包括支援センターの相談会もあり、

「ひさしぶりね」とお茶を飲みながら、ゆ

っくり和気あいあいと過ごしました。 

これを契機に新宿自治会では、おしゃべ

りサロンの設立が計画 

されています。 

 

ほっとカフェしみず 

日時：毎月第３金曜日 

   午後１時から４時 

場所：清水自治会館 

利用料：100円 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11/24㈭田名小 2年生（３グループ約１

５名）が生活科の授業で「和い輪い田名」

を訪れました。「ボランティアは何人です

か？」「何ができますか？」「おもちゃはあ

りますか？」「どうして子どもは無料です

か？」「ボランティア活動してどんな気持ち

になりますか？」など、沢山の質問が出ま

した。質問の回答を熱心にメモしたり、興

味津々に室内を探検していました。子ども

さんたち、気軽に遊びに来てくださいね。 

＊焼き芋はもみ殻で焼いてるよ！ 

地域交流 

 

＊お土産のポップコーン作り 

田名ふれあい交流農園 

農園を運営するボランティアグループ『田名畑

の会』では、11/12（土）中心子どもの家の子ど

も達を招いて、さつまいも・里いもの収穫体験と

焼き芋試食会を開催しました。天気に恵まれ、集

まった子供たちは広い畑を駆け回り大喜び。どろ

んこになって超ビッグなさつまいもを収穫した男

の子は「これは僕が食べるよ！」また、女の子は

「この焼きいもは、今まで食べた中で一番おいし

い！幸せ♡」と満面の笑み。最後には出来立てポ

ップコーンや手作り品のお土産をもらって、楽し

いひと時を過ごしました。 

11/19㈯田名小学校 PTA主催「田名っ子フェステ

ィバル」が開催され、田名地区社協は SDGｓパート

ナーのつながりで「缶バッチ作り」と「ボッチャ体験」

を企画し参加しました。2時間の開催中、参加する子

どもの列は、ほぼ途切れることなく、用意した缶バッ

チのパーツが無くなりやむなく終了する程の盛況で

した。ボッチャは子ども達にもわかりやすいよう若干

ルールを変更し行いましたが、審査員のボランティア

が休憩を取る間もないくらい盛り上がりました。 

11/24(木)日本フードエコロジーセンター(田名塩田)と南清掃工

場（南区麻溝台）を会員 30名で視察研修へ行きました。 日本

フードエコロジーセンターでは、食品廃棄物を液体状の豚の飼料に

製造していました。まだ食べられるようなパン、野菜、麺類、

果物、牛乳等が混ぜられ、砕かれてドロドロになって豚の飼料

になっていく工程はインパクトがありました。捨てられてしま

う食品を豚の飼料にすることによる、「循環型社会」の構築に貢

献し、「ジャパン SDGs アワード」最優秀賞を受賞している素

晴らしい会社が田名塩田にあることを誇らしく思いました。次

に、相模原市のごみの焼却処理施設の南清掃工場を見学しまし

た。この 2 工場を視察研修して、私たちは食品ロスや多くのゴ

ミを発生させていると感じたと同時に家庭ゴミの削減に取り組

まなければならないと思いました。 

地域交流 

  

 

視察研修  

 

・事業部会・田名地区老連 


